





















けられた各章 を追いなが ら,そ の内容を紹
介 したい。




産 と結 び付 き新 しい階層の要求 に応 えて,
さまざまな様式 を示す装飾の百科事典が必
要 とされてゆ く経緯 もよく理解で きる。
「第2章 大 自然 と装飾」プラ トンの思
考やゴシックの大聖堂に見られるように,
イ ンスピレーシ ョンの源泉として 自然を崇
拝する考えかたは古 くか ら存在 していた。
19世紀初め,万 物のデザイナーとして信仰
されていた自然 は,そ の終わりには進化論
的科学主義 によって解剖 され搾取 されるべ
き対象 に変 った。唯物論の侵入 と信仰の衰
退によって引 き起 こされた緊張 は活力を生





の最 も華麗な展開のひとつ は,イ スラム美
術である。 オーウィン ・ジ ョーンズのアル
ハ ンブラに関する調査 は,19世紀中ごろの
英国に幾何学的装飾への興味を覚醒 させ,
彼 は最 も熟達 した幾何学的作 風のデザ イ
ナー として認め られた。1960年代,生 物学
者ア ンソル ・ホリデイは,イ スラムのデザ





心 と華麗 さとは,道 徳家 と審美家にとって,
19世紀 の物質主義 より魅 力的であった。
A.W.N.ピュージンは,彼 の世代で最 も熟
達 したゴシ ック様式のデザイナーであ った
が,そ の仕事は,英 国人にとってあまりに
もローマ ン ・カ トリック的であった。ジ ョ
ン ・ラスキンは,理 想的なプロテスタン ト




「第5章 折衷主義」折衷主義 は,過 去
からの借用,創 造性の欠如として手厳 しく
裁かれてきた。 しか し,実際のところ19世
紀のデザイナーは,ピ ュージンの ゴシ ック
装飾でさえ,い くつかの時期にまたが る中




視覚情 報の侵入 に対す る合理 的な反応で
あった と見ることも出来る。
「第6章 東洋趣味」18世紀にはシノワ
ズリーが流行 し,後 にはジャポネズ リーが
流行する。1851年のロンドン大博覧会 には,
東イン ド会社の多 くの繊維製品が大いに賞
賛 された。装飾の百科事典の出現 と共 に,
東洋 のモチ ーフは,無 意識的 なレパー ト
リーの一部 となってウィリアム ・モ リス,
レオン ・バクス ト,ア ン トー二 ・ガウデ ィ,









出来るようにな り,そ の構成のあ り方 と装
飾の特徴は急速に浸透 し,西 洋に吸収 され
ていった。西洋美術 は日本から莫大な富を
得たのである。
「第8章 プ リ ミティヴィズ ム」W.G.
コリンヴッ ドは,多 くの原始装飾 は,編 ん
だものに起源 を持つと考えた。そ して,そ
の制作過程から生 まれ るい くつかの形 は,
たとえば,円 は太陽,ジ グザグは波,螺 旋
は蛇といったように,自 然崇拝 と結び付い
たモチーフとして愛されてきた。1890年代
にブ リティシュ ・コロ ンビアの太平洋岸イ
ンディア ンのなかに入 って行ったフ ラン
ツ ・ボーアズの人類学 的調査は,個 人主義
的な西洋の芸術 とは異 なる原始的な表現の
本性をより深 く掘 り下げるものであった。
「第9章 アーッ ・アン ド・クラフツ運
動」アーツ ・ア ンド・クラフツ運動の最 も
重要なメッセージは,自 己表現 の手段を奪
われた人々は獣的になるというラスキンに
よる中世建築の理解である。 しか し,最 盛
期 の運動の理論 と実践を支配 したのはラス




関心,自 然と伝統へ の強烈な情熱,こ れこ
そアーツ ・アン ド・クラフッ運動が特 に確
保 していた ものである。
「第10章 アール ・デコ」アール ・デコ
の名は,1925年にパ リで開催された現代工
芸美術国際博覧会に由来す る。展覧会の組
織者によれば,オ リジナ リテ ィは斬新 な考
案 においてと同様,既 存の芸術形態の発展
において も示す ことが 出来 る。従って,
アール ・デコ様式はその本質から折衷的で
あ り,多 くの芸術運動 を濃縮 して生 まれて
きている。だが,こ の展覧会のころ勢いを
増 し始めた建築とデザインの近代運動は,
装飾 を蔑視す るようになる。そ して,ア ー
ル ・デコは,都 会の低俗な趣味を連想させ
る言葉になって しまう。
「第11章 モダニズム」装飾 を攻撃 した





バー ド ・リー ドが語るように,装 飾は人間
心理に根 ざしてお り人間生活に不可欠であ
る。モダニズムと装飾は必ず しも敵対する
ばか りではないことを,バ ウハ ウスのテキ




の第2次 大戦の勃発 と共 に,近 代運動 は
ヨーロッパでは停止 した。バウハウスの巨
匠 ヴァル ター ・グロー ピウ スと ミー ス ・
ファン ・デル ・ローエはアメリカへ と逃れ,
アメリカが近代運動の中心 となった。ポッ
プ ・アーティス トによる活力に満ちた20世




である 『建築における複合性 と対立性』 を
















ヴォーに現 れた自然科学的な傾 向は,本 書





然 と深い関わ りを持つと同時に 日本美術や
折衷主義とも切 り放せない。すべてを飲み
込んで繁茂する装飾を章分けすることの難
しさは随所に感じた。それをどのように分
類するかは著者に委ねられている。事典と
いう邦名が付けられるような客観的な記述
形式を取ってはいるものの,極めて主体的
な判断のうえに成立した書物である。その
ような文献をどう読みといてゆくかは,私
たち読者に与えられた快楽であるのかもし
れない。
デザイナー小事典,様式別文献一覧,人
名索引,事項索引など,更なる研究のため
の懇切丁寧な配慮を加えながら,研究者と
しての新しい視点を突きつけて来るこのよ
うな翻訳書が増えることによって,日本の
デザイン研究は層の厚みを増して充実して
ゆくと思う。本文中に出て来る原著のタイ
トルが同頁に併記してある訳者の工夫も有
難い。
また,研究を深めて行 く手順が明記され
ている本書は,多彩な状況のもとでデザイ
ンを学び始めた今 日の学生たちがひもとく
にもふさわしい。と同時に,多様化する消
費者のニーズを前にした現場のデザイナー
にとっても実践的なヒントを満載している。
羽生 清 京都芸術短期大学
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